
私立大学図書館協会2014年度第３回国際図書館協力委員会議事要録 

 

・日  時 2014 年 10 月 3日（金）14：30 ～16：50 

・場  所 専修大学神田キャンパス １号館８Ｃ会議室 

・出席者 齋藤和子（早稲田） 豊満朝子（明治） 山岸拓郎（専修） 

蓑島智子（中部） 武山精志（立命館） 金 東瀅（関西） 

・事務局 山﨑秀樹（関西） 濱生快彦（関西） 

・配付資料 ・2014年度海外集合研修応募者一覧 （資料1） 

・2014年度海外集合研修参加申込書（写し）3通 （資料2～5） 

・面接票など選考面接関係書類 （資料6～11） 

・国際図書館協力基金へのご支援について（お願い）他 （資料12～18） 

・2014年度国際図書館協力シンポジウム当日の実施要領案 他 （資料19～22） 

・2014年度国際図書館協力委員会カレンダー （資料23～24） 

 

・審議事項 

１ 海外集合研修参加者の決定について （資料 1～11） 

応募者の所属する大学以外の委員全員で個人面接を行った。その後、採否の審議に入り、

次のとおり応募者 3名全員を標記参加者として決定した。 

・関西学院大学 魚住英子 

・同志社大学 山本祐実 

・関西大学 嶋田有理香 

 

２ 海外集合研修事前説明会の開催について  

委員長から標記の説明会を次のとおり実施することの提議があり、了承された。 

・日 時 2014 年 10 月 24 日 15 時～17 時 

・場 所 関西大学総合図書館 第２会議室 

・出席者 委員長および事務局、海外集合研修参加者 3名、旅行業者 

・内 容 研修参加者の顔合わせ、旅程および研修内容の説明、 

航空券の配付方法、研修先訪問に係る具体的な打ち合わせ 

 

３ 海外派遣研修の再募集について  

標記研修の申込み締切り日である 10 月 17 日に応募がなかった場合、再募集はしないこ

との提議が委員長よりあり、原案のとおり了承された。 

 

４ 国際図書館協力基金への支援依頼について （資料 12～18） 

委員長より国際図書館協力基金趣意書案の提示と次の説明があり、原案のとおり了承さ

れた。 

・2013 年度のものをベースにする。 

・発信者として会長名と委員長名を明記する。 



また、会長校による一件書類の確認の後、分担に従い支援依頼を行なうことが了承され

た。 

 

５ 国際図書館協力シンポジウムについて （資料 19～22） 

委員長より標記の実施要領案に基づき次の説明があり、原案どおり了承された。 

・委員は 11 時に集合し、打ち合わせならびに施設・設備点検、受付準備を行う。 

・12 時 30 分に 3 名の講師・2 名の随行者、平野会長・関西大学前田副学長・同内田図書

館長集合。 

・意見交換会会場は新関西大学会館南棟・レストラン「チルコロ」に変更した。 

・司会は専修大学・山岸委員が担当する。 

・アンケート用紙は 2012 年度のものをベースに加筆し、参加者の資格・所属や標記シン

ポジウム開催に関する情報を得た方法を問う欄を設ける。 

 

６ 今後のスケジュールについて （資料 23～24） 

カレンダー案に基づき次のことが確認された。 

・海外派遣研修に応募者が 2 名あり、選考結果が甲乙つけ難い場合、予算の許す範囲で 2

名とも派遣することもあり得るので、モーテンソンセンターに 2 名受入れの可否を確

認しておくこととする。 

・海外派遣研修の応募者の住所地に応じて、10 月 31 日の委員会開催場所を決定する。例

えば愛知なら中部大学、東京なら立命館東京キャンパスなど、応募状況を見て協議す

る。 

【追記】10 月 31 日は中部大学で大学行事が行われるため、委員会開催場所とするこ

とができなくなった。 

 

・報告事項 

１ 国立情報学研究所主催大学図書館職員短期研修の講義担当者の推薦について  

委員長より、国立情報学研究所から標記の推薦依頼があり、次の 2 名を推薦したことの

報告があった。 

・2014 年 10 月 10 日 京都大学会場 

加藤博之（関西大学図書館） 

・2014 年 11 月 14 日 東京大学会場 

矢野恵子（明治大学和泉図書館） 

以 上 


